
178 

明
代
に
お
け
る
北
迭
の
米
償
問
題
に
つ
い
て

寺

田

隆

信

①
 

筆
者
は
、
さ
き
に
明
代
の
法
制
問
題
を
あ
つ
か

っ
た
論
文
三
編
を
書
い
た
が
、
そ
れ
ら
の
結
論
を
要
約
す
る
と
、

即
ち
、
明
王
朝
の
没
制
政
策
の
重
貼
は
、
正
統
年
代
を
劃
期
と
し
て
、
従
来
の
現
物
中
心
か
ら
銀
雨
中
心
へ
と
う
つ
り
饗
る
。

こ
れ
を
概
略

的
に
い
え
ば
、
屯
田
糧
と
民
運
糧
を
基
幹
と
し
、
随
時
、
開
中
法
に
よ
っ
て
不
足
を
補
う
形
式
を
と
り
、
米
穀
そ
の
も
の
を
直
接
的
針
象
物
と

つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る。
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す
る
こ
と
を
も
っ

て
出
瑳
し
た
溢
倒
政
策
は
、
正
統
年
代
を
境
と
し
て
、
漸
次
、
銀
南
を
主
鐙
と
す
る
方
向
に
う
つ
り
饗
っ
て
行
く
が
、
そ
の

具
践
的
内
容
は
、
部
分
的
に
は
、
正
統
年
代
に
は
じ
ま
る
民
運
糧
の
銀
納
化
、
京
運
年
例
銀
の
支
出
で
あ
り
、

ま
た
、
成
化

・
弘
治
以
降
に
出

現
す
る
開
中
法
の
在
溢
納
銀
も
し
く
は
運
司
納
銀
制
の
展
開
で
あ
っ
た。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
港
前
政
策
の
轄
換
は
、

た
ん
に
、

園
家
的
意
志
の
み
に
よ

っ
て
、

現
寅
を
無
視
し
て
貫
行
で
き
る
も
の
で
は
な

く
、
基
本
的
に
は
、
首
該
杜
舎
に
お
け
る
農
業
生
産
力
の

一
定
の
護
展
と
、
そ
の
表
現
と
し
て
の
商
品
生
産
と
流
通
の
展
開
と
い
う
現
貫
的
前

提
を
と
も
な
わ
な
い
か
ぎ
り
、
そ
れ
は
、
机
上
の
計
霊
に
す
ぎ
な
い
。
つ
ま
り
、
こ
れ
を
具
鰻
的
に
説
明
す
る
な
ら
ば
、
職
納
さ
れ
た
銀
両
に

よ
っ
て
、
米
穀
を
購
入
し
て
支
給
す
る
に
せ
よ
、
ま
た
、
直
接
、
銀
雨
を
興
与
え
て
俸
給
と
オ
る
に
せ
よ
、
兵
士
の
生
命
を
支
え
る
も
の
が
米
穀

で
あ
る
か
、
ぎ
り
、
遺
制
政
策
の
最
終
的
課
題
は
、
あ
く
ま
で
も
、
米
穀
を
集
積
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
わ
け
で
、
銀
商
を
使
用
す
る
の
は
、
経
済



的
支
携
い
手
段
と
し
て
に
す
ぎ
な
い
。
い
い
か
え
れ
ば
J

こ
れ
ら
の
銀
雨
に
よ
っ
て
、
現
地
に
お
い
て
、
米
穀
を
購
買
で
き
る
僚
件
、
が
な
か
っ

た
な
ら
ば
、
か
か
る
漫
鮪
政
策
の
輔
換
は
、
現
寅
的
意
味
を
も
ち
え
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
さ
き
に
、
屯
田
糧
の
問
題
を
あ
つ
か

っ
た
際、

宣
徳
・
正
統
以
後
に
お
け
る
屯
田
の
制
度
的
崩
壊
の
事
賓
を
認
め
つ
つ
、
な
お
現
地
に
あ
る
高
級
寧
左
手
在
地
の
有
力
者
た
ち
に
よ
る
大
土
地

経
営
の
設
展
に
注
目
し
た
の
は
、
現
物
中
心
よ
り
銀
南
中
心
へ
と
い
う
、
漫
鮪
政
策
の
轄
換
と
そ
の
展
開
の
現
質
的
可
能
性
の
一
つ
、
現
地
に

お
け
る
米
穀
生
産
瞳
制
の
一
定
の
確
立
を
、
そ
こ
に
み
い
だ
そ
う
と
い
う
意
圃
を
も
っ
て
い
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

即
ち
、
私
見
に
よ
れ
ば
、
正
統
年
代
を
劃
期
と
し
て
採
用
さ
れ
る
、
銀
南
を
中
心
と
す
る
遁
前
政
策
は
、
長
城
線
に
沿
っ
て
東
西
に
つ
ら
な

る
漫
境
地
方
に
、
一
大
軍
事
的
消
費
地
帯
の
性
格
を
輿
え
、
園
家
的
需
要
に
も
と
ず
く
交
換
闘
係
の
大
規
模
な
展
開
を
、
不
可
避
的
に
と
も
な

っ
て
い
た
、
あ
る
い
は
、
そ
の
存
在
を
前
提
篠
件
と
し
て
は
じ
め
て
貫
行
可
能
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
米
穀
を
は

じ
め
と
す
る
諸
物
資
が
、
銀
雨
に
よ
っ
て
、
大
量
に
購
買
さ
れ
消
費
さ
れ
て
い
た
に
相
違
な
い
。

本
稿
は
、
こ
の
よ
う
な
立
論
に
根
撲
を
興
え
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
が
、
北
遁
に
お
け
る
、
米
穀
を
は
じ
め
と
す
る
諸
物
資
の
取
引
き
市
場

に
つ
い
て
は
、
考
察
さ
る
べ
き
幾
つ
か
の
間
題
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
城
壁
一
の
商
業
都
市
化
、
市
場
の
取
引
き
と
そ
の
構
造
、
取
引
き
の
劉
象

と
な
っ
た
物
資
と
債
格
、
そ
こ
に
活
躍
し
た
商
人
と
商
業
利
潤
の
問
題
な
ど
が
、
そ
れ
で
あ
る
。
本
稿
は
、
そ
れ
ら
の
う
ち
か
ら
、
米
債
問
題

を
中
心
に
と
り
あ
げ
る
こ
と
を
つ
う
じ
て
、
米
穀
市
場
の
構
造
に
接
近
し
、
且
つ
、
漫
鮪
問
題
と
の
か
か
わ
り
に
も
言
及
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
前
三
稿
の
般
を
う
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
他
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
後
日
を
期
し
た
い
。
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現
物
中
心
か
ら
銀
雨
中
心
へ
の
港
前
政
策
の
輯
換
に
と
も
な

っ
て
、
政
府
H
そ
の
出
先
き
機
関
た
る
漫
鎮
嘗
局
は
、
さ
ま
ざ
ま
の
名
目
に
よ

っ
て
遺
ら
れ
て
く
る
銀
雨
の
一
部
、
も
し
く
は
大
部
分
を
、
米
穀
の
購
買
資
金
と
し
て
支
出
す
る
こ
之
に
な
る
。
唐
順
之
の
戸
部
郎
中
林
君
墓
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商
買
、
進
儲
所
本
、
商
買
病
則
莱
不
来
、
莱
不
来
則
港
人
坐
園
、
・

直
接
的
に
は
、
嘉
靖
十
五
年
頃
の
、
繭
州
銀
所
属
龍
慶
衡
の
事
情
を
い

っ
た
も
の
で
る
る
が
、

が
、
商
人
の
活
動
H
彼
ら
か
ら
の
購
買
に
、
大
き
く
依
存
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
事
情
は
、
お
そ
ら
く
、
各
港
銀
に
ー共
通
す
る

と
あ
る
の
は

港
銀
に
お
け
る
米
穀
の
確
保

も
の
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

即
ち
、
遁
帥
政
策
の
輔
換
に
と
も
な
っ
て
、
逸
ら
れ
て
き
た
銀
南
で
米
穀
を
購
入
し
、
こ
れ
を
月
糧
と
し
て
兵
士
に
支
給
す
る
こ
と
が
、
進

銀
首
局
の
責
務
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
北
迭
に
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
米
穀
市
場
に
お
け
る
最
大
の
顧
客
H
購
買
者
は
、
塗
鎮
嘗

局
で
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
具
帥
恒
例
の
幾
っ
か
を
紹
介
す
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
よ
う
。

百
六
十
両
で
米
を
買
い
、

ま
ず
、
貫
録
正
統
五
年
十
二
月
己
巳
の
僚
、
陳
西
布
政
司
管
根
右
参
政
年
富
の
上
奏
に
よ
れ
ば
、
映
西
行
都
司
に
お
い
て
、
銀
三
一高
六
千
六

こ
の
金
額
で
、

こ
れ
を
軍
人
た
ち
に
支
給
し
た
と
あ
る
。

ど
の
く
ら
い
の
米
が
買
え
た
か
は
不
明
で
あ
る
が

嘗
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時
、
軍
人
の
俸
米
を
銀
で
支
給
す
る
場
合
に
は
、
銀
一
雨
H
二
石
五
斗
の
割
合
で
あ
っ
た
と
、

」
の
上
奏
文
の
つ
づ
き
に
み
え
て
い
る
か
ら

こ
れ
を
基
準
に
し
て
計
算
す
る
と
、

九
高

一
千
六
百
五
十
石
の
米
が
買
い
い
れ
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
こ
の
記
録
は
、

銀
雨
に
よ
る

，滋鎖
首
局
の
米
穀
購
買
の
事
貫
を
つ
た
え
る
も
の
と
し
て
、
貫
録
に
お
け
る
最
も
初
期
の
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
以
後
、
貫
録
に
は
、
こ
の
よ

う
な
記
事
が
頻
繁
に
あ
ら
わ
れ
て
く
る
。

即
ち
、
貫
録
正
統
八
年
六
月
庚
寅
の
僚
に
は
、
内
孫
銀
一
高
雨
を
遼
東
に
逢
っ
て
、
米
と
豆
と
を
買
っ
た
と
あ
り
、
同
正
統
八
年
十
月
葵
巳

の
僚
に
も
、

寓
全
都
司
(
宣
府
〉
に
、

銀
三
高
六
千
四
百
絵
雨
を
運
ん
で
岨
棋
を
買
わ
せ
た
と
あ
る
。

ま
た
、

同
正
統
十
年
九
月
辛
卯
の
僚
に

は
、
銀
十
一
蔦
雨
を
甘
粛
・
寧
夏

・
延
綴
方
面
に
興
え
て
謹
棋
を
買
わ
せ
た
と
み
え
て
お
り
、
同
正
統
十
四
年
九
月
辛
丑
の
僚
に
は
、
銀
二
千

五
百
除
問
を
も
っ
て
、
遼
東

・
宣
府
の
客
商
た
ち
が
納
入
し
た
糧
債
を
支
梯
っ
た
と
あ
る
ほ
か
、
同
正
統
十
四
年
十
月
丙
辰
の
僚
に
も
、
京
東

の
客
商
高
添
需
か
ら
買
い
あ
げ
た
娘
一
高
四
千
絵
石
の
代
債
を
、
戸
部
に
命
じ
て
銀
雨
で
支
排
わ
せ
た
こ
と
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
る。

更
に
、
貫
録
景
泰
七
年
三
月
甲
子
の
僚
に
は
、
遼
東

・
快
西

・
大
同
に
各
五
蔦
雨
、
宣
府
に
十
宮
内
雨
、
永
卒
に
五
千
雨
の
銀
を
遣
っ
て
、
綬



料
を
稽
買
さ
せ
た
と
あ
り
、
同
景
泰
三
年
六
月
甲
子
の
僚
に
、
組
督
遼
東
糧
儲
左
副
御
史
李
純
が
、
官
銀
を
も

っ
て
、
客
商
か
ら
食
用
に
な
ら

な
い
穀
物
を
買
い
、
数
高
(
南
)
の
損
失
を
蒙
っ
た
と
し
て
弾
劾
さ
れ
た
こ
ど
が
み
え
て
い
る
の
も
、
商
人
よ
り
大
量
の
米
穀
が
購
買
さ
れ
て

い
た
こ
と
を
一
万
す
例
誼
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
貫
録
天
順
元
年
四
月
甲
午
の
僚
に
は
、
遼
東
に
玉
高
雨
、
宣
府
に
十
首
阿
南
、
密
雲
に
五
千

雨
、
永
卒
に
一
高
雨
を
遣
っ
て
、
米
穀
の
購
入
と
軍
人
の
俸
銀
支
給
の
資
金
と
し
た
こ
と
が
み
え
て
お
り
、
同
天
順
四
年
三
月
戊
寅
の
僚
に

も
、
遼
東

・
宣
府

・
快
西
に
各
十
寓
雨
、
大
同
に
五
蔦
雨
、
密
雲
に
五
千
南
の
官
銀
を
逢
っ
て
、
米
穀
の
購
入
に
そ
な
え
た
記
事
が
あ
る
。

こ
の
他
、

つ
づ

い
て
、
成
化
・
弘
治
・
正
徳
・
嘉
靖
・

隆
慶

・
寓
暦
へ
と
、
年
代
を
お
う
に
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
と
類
似
の
記
事
は
、
ょ

@
 

り
多
く
な
っ
て
い
く
が
、
そ
の
一
々
を
列
記
す
る
必
要
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
遅
い
時
期
の
例
と
し
て
、
貫
録
寓
暦
十
七
年
十
月
丙
成
の
候

を
あ
げ
る
に
と
ど
め
て
お
く
。

快
西
巡
茶
鍾
化
民
言
、
寧
(
夏
)
鎮
、
毎
年
動
寧
鮪
銀
一
蔦
八
百
雨
、
耀
耀
二
蔦
七
千
絵
石、

以
備
官
軍
本
色
月
娘
支
用
、

寧
夏
鎮
に
お
い
て
は
、
毎
年
、
兵
士
た
ち
の
本
色
の
月
根
に
あ
て
る
た
め
、

銀
一
高
八
百
南
を
支
出
し
て
、

ニ
高
七
千
齢
石
の
穀
物
を
買
い
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い
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
進
鎮
嘗
局
は
、
銀
雨
を
支
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
量
の
米
穀
を
買
い
い
れ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
貧
録
の
記
載
の
み

が
、
漣
鎮
に
よ
る
米
穀
購
買
の
事
寅
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
銀
南
を
中
心
と
す
る
港
前
政
策
の
展
開
に
と
も
な

っ
て
、

恒
常
的
に
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
こ
と
は
、
米
穀
購
買
に
際
し
て
の
、
銀
雨
の
支
出
に
注
意
を
換
起
し
た
、
つ
ぎ
の
記
載
に
よ

っ
て
も
、
間
接

的
に
で
は
あ
る
が
、
誼
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え
ば
、
貧
録
嘉
靖
二
十
七
年
八
月
辛
未
の
僚
に
み
え
る
、
宣
大
穂
督
翁
寓
達
の
漫
儲
に

閲
す
る
こ
十
事
の
上
奏
に
、

一白預
禽
計
、
年
例
漫
銀
、
護
之
来
春
、
不
若
護
之
今
秋
、
乗
此
納
場
之
期
、
穀
債
漸
卒
、
可
以
多
獲
、
:
:
・

と
あ
る
の
は
、

穀
債
の
安
い
時
に
銀
を
支
出
し
、
よ
り
多
く
の
穀
物
を
買
お
う
と
い
う
意
園
を
含
ん
で
お
り
、

貫
録
嘉
靖
四
十
年
十
一
月
甲
寅

の
係
、
総
理
繭
鎖
宣
大
根
鮪
戸
部
右
侍
郎
塞
糞
の
上
奏
文
の
一
節
に
、
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一
巌
限
期
、
謂
、
商
人
領
銀
之
後
、
多
展
轄
管
運
、
乗
時
射
利
、
宜
限
日
期
完
納
、

と
い
う
の
は
、
商
人
の
米
穀
納
入
に
期
限
を
設
け
て
、
巌
し
く
こ
れ
を
規
制
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

の
手
を
つ
う
じ
て
、
米
穀
を
購
入
し
て
い
た
事
責
を
う
か
が
わ
せ
る
。

い
ず
れ
も
、
港
鎮
嘗
局
が
、
商
人

と
こ
ろ
で
、
前
掲
の
史
料
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
と
お
り
、
港
銭
嘗
局
に
よ
る
米
穀
の
購
買
に
は
、
多
く
の
場
合
、
高
雨
単
位
の
銀
が
支
出
さ

れ
、
米
穀
の
購
買
量
も
、
高
石
の
単
位
、
時
に
は
、
数
十
高
石
に
も
達
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
支
出
さ
れ
た
銀
の
数
量
は
、
必
ず
し

も
、
そ
れ
に
よ
っ
て
購
買
さ
れ
た
米
穀
の
純
量
と
は
闘
係
し
な
レ
。
と
い
う
の
は
、
嘗
該
地
方
の
米
債
の
費
動
に
よ
っ
て
、
か
な
り
の
数
量
的

差
遣
が
、
そ
の
聞
に
生
じ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、

は
、
北
港
地
方
に
お
い
て
生
じ
た
、
米
穀
の
地
域
的
及
び
季
節
的
費
動
の
寅
態
に
つ
い
て
、
言
及
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

の
ち
に
も
詳
し
く
鯛
れ
る
は
ず
で
あ
る
が
、

こ
こ
で

北
進
地
方
の
米
債
が
、
中
圏
内
部
、

と
く
に
、
そ
の
主
要
な
生
産
地
で
あ
る
江
南
地
方
の
そ
れ
に
く
ら
べ
て
、

か
な
り
高
か
っ
た
で
あ
ろ
う
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い
ま
は
燭
れ
な
い
。
問
題
と
す
る
の
は
、
同
じ
漫
境
地
方
の
内
部
に
お
い
て
、

こ
と
に
、
同
じ
遁
鎖
に
所
属
す
る
各
港
壁
に
お
い
で
す
ら
、
米
慣
に
高
低
が
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
で
あ
る
。

こ
と
は
、
容
易
に
推
測
で
き
る
が
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、

米
債
の
地
域
差
の
存
在
に
つ
い
て
は
、

ま
ず
貫
録
成
化
十
六
年
十
月
丙
寅
の
僚
に
は
、

つ
ぎ
の
諸
史
料
、が
、
こ
れ
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

戸
部
総
理
遼
東
糧
儲
署
郎
中
金
迫
の
上
奏
文
を
の
せ
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
み
え
て
い
る。

・
:
遼
東
毎
歳
根
草
、
以
本
部
運
迭
銀
及
問
中
引
瞳
、
於
本
昆
牧
濯
、
年
盤
、

銀
一
雨
可
摺
四
石
、

教
則
二
石
、

至
於
遁
盤
、

或
止
λ
九
斗

者
、
:
:
:

つ
ま
り
、
遼
東
鎮
で
は
、
豊
作
の
年
と
不
作
の
年
と
の
聞
に
は
、
二
倍
に
も
達
す
る
穀
債
の
騰
貴
が
お
こ
り
、
所
属
の
あ
る
種
の
漣
壁
に
お

い
て
は
、
さ
ら
に
二
倍
以
上
に
も
な
る
こ
と
が
あ
っ
た
ら
し
い
。
ま
た
、
賞
録
正
徳
元
年
五
月
乙
来
の
僚
に
み
え
る
、
戸
部
左
侍
郎
王
憾
の
言

に
は
、
こ
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
。

一
計
謹
倒
、
謂
、
大
同
宣
府
二
銭
城
壁
、
，
道
路
遠
近
不
向
、
折
放
官
軍
俸
糧
銀
雨
、
宜
匡
別
定
擬
、
分
矯
等
第
、
如
宣
府
北
路
濁
右
馬
管
・:



等
盤
、
孤
懸
口
外
、
織
運
頗
難
、
大
同
右
衛
、
霜
早
地
寒
、
穀
粟
少
生
之
所
、
震

一
等
、
毎
石
不
過
七
鏡
、

不
過
六
銭
、
朔
州
腹
州
揮
源
:
・
魚
三
等
、
毎
石
不
得
過
五
銭
、
:
・
詔
如
議
、

四
海
治
赤
城
・
:
矯
二
等
、
毎
石

月
糧
を
銀
雨
で
折
支
す
る
場
合
に
、
職
迭
距
離
の
遠
近
、

穀
物
の
生
産
紋
況
な
ど
を
考
慮
し
て
、
銀
と
穀
物
と
の
交
換
率
に
差
等
が
設
け
ら

れ
た
こ
と
を
示
し
た
記
事
で
、
こ
れ
に
よ

っ
て
も
、
穀
債
の
地
域
差
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
皇
明
世
法
録
巻

六
三
・
宣
府
鎮
・
兵
政
考
に
引
用
さ
れ
て
い
る
、
組
督
侍
郎
許
論
の
上
奏
の
一
節
に
も
、

-
:
若
去
歳
今
年
、
則
遠
溜
荒
鉄
、
鎖
城
斗
米
値
銀
五
銭
、
他
港
壁
入
鏡
、
雑
有
折
銀
、
無
従
擢
買
、
以
致
軍
士
犠
餓
不
堪
、
.

と
あ
る
。
こ
れ
に
つ
レ
て
は
、
貫
録
嘉
靖
三
十
四
年
正
月
丁
未
の
僚
に
、
簡
単
な
関
連
記
事
が
あ
る
が
、
要
す
る
に
、
荒
教
の
年
の
こ
と
を
い

っ
た
も
の
で
は
あ
る
け
れ
E
も
、
宣
府
鎮
城
で
斗
米
が
銀
五
銭
で
あ
っ
た
の
に
射
し
、
他
の
漣
壁
で
は
毎
斗
八
銭
で
あ
っ
た
と
い
う
わ
け
で
、

こ
こ
に
も
、

米
一
斗
に
つ
い
て
、

銭
と
い
う
債
格
差
が
現
存
し
て
レ
た
の
で
あ
る
。

つ
い
で

粛
彦
の
敬
陳
末
議
以
備
釆
揮
以
梅
治
安
事
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(
皇
明
経
世
文
編
巻
四

O
七
)
の
一
節
に
は

-:臣
彦
裳
問
定
溢
、
則
去
歳
四
月
也
、
嘗
其
時
、
該
鎖
(
橘
林
)
銀
一
銭
米
七
升
有
奇
、
至
定
漫
相
去
四
日
程
耳
、
銀
一
銭
卸
得
米
二
升
有

奇
、
・
:

と
あ
る
。
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
じ
文
章
は
、
西
国
聞
見
録
巻
六
一
・
溢
儲
の
僚
に
み
え
、
そ
こ
で
は
、
寓
暦
十
一
年
に
、
こ
の
上
疏
が
行
な
わ
れ
た

よ
う
に
記
し
て
い
る
か
ら
、
靖
彦
が
定
溢
衡
に
出
向
い
た
の
は
、
そ
の
前
年
H
蔦
暦
十
年
の
四
月
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
い
う

と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
橋
林
鎮
と
同
銀
所
属
の
定
造
営
と
の
聞
は
、
四
日
行
程
で
到
達
で
き
る
ほ
ど
の
距
離
で
あ
る
が
、
雨
慮
に
お
け
る
米
債
の

差
は
、
銀
一
銭
に
つ
い
て
、
七
升
針
二
升
、
つ
ま
り
、
定
溢
営
の
米
債
は
、
検
林
鎮
の
そ
れ
の
三
倍
以
上
で
あ
っ
た
、
と
レ
う
わ
け
で
あ
る。

と
こ
ろ
で
、

一
般
的
に
い
う
な
ら
ば
、
米
穀
の
債
格
は
、
牧
穫
期
の
直
後
に
お
レ
て
最
も
低
く
、
牧
穫
の
直
前
H
端
境
期
に
お
い
て
最
も
高
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く
な
る
の
が
常
態
で
あ
る
が
、
以
下
の
史
料
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
と
お
り
、
北
港
地
方
に
お
け
る
、
米
債
の
季
節
的
襲
動
の
振
幅
も
、
か
な
り

大
き
な
も
の
が
あ

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
直
接
、
そ
の
数
字
に
ふ
れ
て
は
い
な
い
が
、
貫
録
嘉
靖
十
年
二
月
丙
子
の
候
、

兵
部
尚
書



184 

李
承
財
の
上
奏
の
一
節
に
は
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

-:
大
抵
遊
鎮
米
債
、
下
論
豊
凶
、

各
月
猶
可、

一
入
初
春
、

日
盆
朔
貴
、
商
販
以
時
康
居
、
卒
致
巨
富
、・
:

豊
作
不
作
の
別
な
く
、
進
鎮
の
米
債
は、

毎
年
、

新
春
を
迎
え、

端
境
期
が
近
づ
く
に
し
た
が

っ
て
、

日
毎
に
騰
貴
す
る
が
、
商
人
た
ち

は
、
こ
の
よ
う
な
、
季
節
に
よ

っ
て
、
ほ
ぼ
定
期
的
に
生
ず
る
債
格
差
を
利
用
し
て
、
巨
蔦
の
富
を
蓄
積
す
る
の
に
成
功
し
た
と
い
う
の
で
あ

る
。
ま
た
貫
録
嘉
靖
三
十
七
年
八
月
壬
民
の
係
、
大
照
子
士
巌
嵩
ら
の
上
奏
の
な
か
に
も
、

:
・近
問
、
大
同
頗
熱
、
銀
一
雨
可
得
米
九
斗
、・

・
昨
七
月
間
、
遁
臣
来
討
、
戸
部
来
肯
設
銀
、
若
延
至
来
春
二
三
月
時
、
米
債
騰
貴
、
銀
三

雨
龍
可
得
米
一
石
耳
、
.

と
み
え
る
。
即
ち
、
七

・
八
月
の
頃
に
は
、
銀
一
雨
で
米
九
斗
が
買
え
た
の
に
、
年
を
越
し
て
、
翌
年
二
・

三
月
頃
と
も
な
る
と
、

銀
三
雨
で

米
一

石
を
入
手
し
う
る
に
す
ぎ
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
と
の
見
透
し
で
あ
っ
て
、
数
ヶ
月
を
で
な
い
聞
に
、

ほ
ぼ
三
倍
に
も
達
す
る
債
格
騰
貴
が
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深
想
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
と
同
じ
事
貫
は
、
高
恭
の
篠
陳
三
遊
逼
襲
等
疏
(
文
編
巻
三
五
二
)
の
な
か
に
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

-:
如
去
年
八
月
秋
成
、
銀
一
雨
、
可
招
商
得
根
二
石
、
寛
不
招
商
、
延
至
十
月
、
止
得

一
石
八
斗
、
始
乃
議
濯
、
臣
詰
之
則
回
、

待
十
月
時

佑
定
耳
、

纏
因
冠
至
、
延
及
今
年
二
月
、
則
米
債
止

一
石
四
斗
失
、
.

こ
の
上
疏
は
、
貫
録
で
は
、
嘉
靖
四
十
四
年
五
月
壬
民
の
僚
に
み
え
る
も
の
と
同
じ
内
容
を
も
つ
が
、
牧
穫
期
で
あ
る
八
月
頃
に
は
銀
一
雨

な
っ
た
こ
と
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

で
米
二
石
を
買
う
こ
と
が
で
き
た
の
に
、
十
月
頃
で
は

一
石
八
斗
ば
か
り
、
翌
年
二
月
頃
に
な
る
と
、

つ
ま
り
、
約
六
ヶ
月
の
聞
に
、
約

一・

七
倍
の
米
債
騰
貴
が
お
こ

っ
た
わ
け
で
あ
る
。

一
石
四
斗
を
入
手
し
う
る
に
す
ぎ
な
く

さ
て
、
以
上
の
よ
う
に
、
漫
鎮
に
お
い
て
、
銀
南
で
米
穀
が
大
量
に
購
入
さ
れ
た
こ
と
を
一示
す
貫
録
の
記
載
は
、
正
統
年
代
以
降
に
頻
出
す

る
が
、
そ
の
こ
と
は
、
前
述
の
よ
う
な
遺
制
政
策
の
樽
換
と
、

そ
れ
が
密
接
な
関
係
を
も
つ

こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

何
景
明
の
贈
胡
君
宗
器
序
(
何
大
復
集
巻
三
五
)
の
な
か
に
、

-:
園
家
之
儲
、

北
溢
是
重
、

:
給
納
之
者
、

有
権
門
、
有
貴
家
、
有
戚
里
、
有
世
族
、
有
豪
商
、
有
富
買
、
:
・



と
あ
る
よ
う
に
、
商
人
が
米
穀
納
入
の
唯
一
の
猪
首
者
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
の
主
瞳
は
、
や
は
り
、
商
人
た
ち
で
あ
っ
た
と
み
て

c
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大
過
あ
る
ま
い
。
商
人
を
責
り
手
と
し
、
遁
銭
嘗
局
を
主
要
な
買
い
手
と
す
る
米
穀
市
場
カ
成
立
し
た
の
で
あ
る
。
商
人
は
、
遁
鎮
へ
の
米
穀

納
入
を
行
な
う
こ
と
に
よ
り
、
莫
大
な
利
潤
を
え
た
は
ず
で
あ
る
。
さ
き
に
鰯
れ
た
よ
う
な
、
米
債
の
地
域
的
・
季
節
的
債
格
差
の
存
在
な
ど

も
、
利
潤
寅
現
の
有
力
な
要
因
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
別
稿
が
用
意
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
遁
鎖
首
局
は
、

米
穀
の
購
買
に
つ
い
て
、
彼
ら
の
動
き
に
注
目
し
、
債
格
の
動
き
に
も
関
心
を
梯
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な

っ
た
の
は
事
寅
で
あ
っ
た
。
銀
雨

と
く
に
、
米
債
問
題
が
、
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な

っ
た。

を
中
心
と
す
る
遁
飼
政
策
の
園
滑
な
運
営
の
だ
め
に
は
、

銀
両
で
米
穀
を
買
っ
た
の
は
、
漫
鎮
首
局
だ
け
で
は
な
い
。
こ
れ
か
ら
述
べ
る
よ
う
に
、
月
糧
の
一
部
を
銀
雨
で
支
給
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
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た
兵
士
た
ち
も
、
そ
の
直
接
の
購
買
者
で
あ
っ
た
。

明
朝
の
成
立
後
、
間
も
な
い
時
期
に
お
け
る
、
兵
士
へ
の
軍
制
H
月
糧
の
支
給
方
法
は
、
そ
の
調
達
鐙
制
の
場
合
と
同
様
に
、
米
穀
に
よ
る

現
物
支
給
が
原
則
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
た
と
え
ば
、
高
暦
曾
典
巻
四
一
・
月
糧
の
僚
に
、

(
洪
武
)
二
十
五
年
令
、
各
虚
極
漫
軍
士
、
不
拘
口
数
多
少
、
月
支
糧
一
石
、

と
あ
る
の
は
、
そ
の
例
誼
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
が
、
曾
典
の
同
僚
に
は
、
こ
れ
に
つ

、、つ
い
て
、

(
永
繁
八
年
〉
又
令
、
糧
多
地
方
、
旗
軍
月
糧
、

八
分
支
米
、
二
分
支
妙
、
少
者
照
奮
、

一
部
の
地
方
に
お
い
て
は
、
米
と
紗
の
二
本
建
て
に
よ
る
月
糧
の
支
給
が
は
じ
ま
っ
た
こ
と
を
つ
た
え

と
あ
り
、
す
で
に
、
永
祭
八
年
に
は
、

て
い
る
。
そ
し
て
、
賓
録
永
祭
九
年
正
月
戊
子
の
僚
に
、

命
都
督
臭
允
誠
柴
乗
義
等
、
月
俸
並
金
支
米
、
時
内
外
官
俸
、
倶
米
紗
粂
支
、
上
以
允
誠
等
従
征
有
功
、
故
優
之
、
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と
あ
る
に
よ
っ
て
み
れ
ば
、
月
俸
の
全
額
を
米
で
支
給
さ
れ
る
こ
と
は
、

一
種
の
優
遇
的
昆
置
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
毎
月
、
規
定
額
の
米
と
妙
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(
ま
た
は
、
こ
れ
に
代
る
他
の
物
資
)
が
、
兵
士
個
人
に
給
興
さ
れ
る
と
い
う
の
が
、

一
般
的
な
形
式
と
な

っ
て
い
た
。

即
ち
、
貫
録
洪
回
一
元
年
七
月
己
卯
の
僚
に
、
陽
武
侯
醇
蔽
の
請
に
よ
っ
て
、
大
同
・

宣
府
雨
鎮
の
兵
士
に
劉
し
、
均
し
く
、
米
四
斗
を
毎
月

①
 

支
給
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い

っ
て
い
る
の
は
、
現
物
に
よ
る
支
給
額
を
レ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
命
国典

・
月
糧
の
僚
に
は
、

宣
徳
十

年
、
映
西
行
都
司
所
属
街
所
の
兵
士
の
月
糧
を
、
本
色
米
五
斗
と
、
残
り
の
五
斗
分
に
つ
レ
て
は
、
銀
と
布
と
で
支
給
す
る
こ
と
に
改
め
た
と

い
う
記
載
が
あ
る
。
ま
た
、
貫
録
正
統
二
年
六
月
甲
申
の
係
、
行
在
兵
部
尚
書
王
轍
の
上
奏
文
に
、
遜
鎮
の
兵
士
に
相
到
す
る
給
輿
は
、
毎
月
、

米
五
斗
の
ほ
か
、
残
り
の
部
分
は
布
疋
で
支
桝
わ
れ
て
レ
た
こ
と
を
述
べ
た
一
節
が
あ
り
、

同
じ
く
、
正
統
三
年
入
月
己
未
の
僚
に
は
、
快
西

西
安
諸
街
箪
土
の
月
組
は
、

巡
撫
副
都
御
史
王
文
の
言
に
よ
っ
て
、

し
る
こ
と
で
も
あ
る
か
ら
、
月
根
分
と
し
て
は
、
家
族
の
あ
る
者
に
米
六
斗
、
家
族
の
な
い
者
に
米
四
斗
五
升
と
し
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い

毎
月
一
石
、

米
布
粂
支
で
あ
っ
た
が
、

別
に
行
蝦
五
斗
が
支
給
さ
れ
て

ヲ

Q

。更
に
、
合
同
典

・
月
糧
の
僚
に
よ
る
と
、
正
統
九
年
に
は
、

大
同

・
宣
府
雨
鎮
の
兵
士
の
う
ち
、

家
族
を
有
す
る
者
に
は

毎
月、

米
八
斗

F
D
 

p
h
u
 

と
、
残
り
の
二
斗
分
を
紗
で
、
家
族
の
な
い
者
に
は
、米
六
斗
と
、
残
り
四
斗
分
を
紗
で
支
給
す
る
と
規
定
さ
れ
て
お
り
、貫
録
正
統
十
年
五
月

丁
亥
の
僚
に
み
え
る
、
大
同
組
兵
官
朱
晃
の
奏
請
を
う
け
て
、
戸
部
が
覆
奏
し
裁
可
さ
れ
た
山
西
行
都
司
所
属
の
軍
人
た
ち
に
劃
す
る
給
興
鐙

系
に
よ
る
と
、
都
指
揮
と
指
揮
は
、
米
二
石
と
、
残
り
の
二
石
分
は
銀
及
び
絹
で
支
給
を
う
け
、
鎮
撫
と
千
戸
は
、
米
一
石
五
斗
と
、

@
 

斗
分
の
銀
及
び
絹
を
興
え
ら
れ
た
ほ
か
、
旗
軍
H
線
旗
・
小
旗
と
兵
士
に
は
、

に
は
、
正
統
十
二
年
、
寓
全
都
司
(
宣
府
)
所
属
旗
軍
の
月
糧

一
石
は
、

一
石
五

一
石
五
斗
の
月
糧
が
支
給
さ
れ
た
と
あ
り
、
禽
典
・

月
糧
の
俊

一
ヶ
月
ご
と
に
、
米
と
銀

・
布
で
交
互
に
支
給
さ
れ
、
閏
月
に
は
米

を
輿
え
る
こ
と
に
な
っ

た
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

つ
e

つ
い
て
、
年
代
は
少
し
は
な
れ
る
が
、
貫
録
成
化
七
年
七
月
丁
丑
の
僚
に
は
、
巡
撫
快
西

左
副
都
御
史
馬
文
升
の
奏
請
を
う
け
て
、
戸
部
が
立
案
し
た
延
緩

・
慶
陽
雨
遜
衛
軍
土
の
月
糧
額
が
み
え
て
レ
る
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
組
旗

は
月
糧
一
石
五
斗
(
う
ち
、

七
斗
は
紗
)
、
小
旗
は
一
石
二
斗
(
米
紗
折
牢
)
、
妻
子
あ
る
兵
士
は

一
石
(
本
色
六
斗
、
四
斗
分

は
紗
)
で
あ
っ
た
と
い
い
、
曾
典
・
月
糧
の
僚
に
も
、
成
化
二
十
年
、
遼
東
銭
に
お
い
て
は
、
糧
食
飲
乏
の
年
に
は
、
下
牢
年
分
の
月
糧
は
銀

入
斗
は
本
色
、



で
支
給
ず
る
こ
と
に
な
っ
た
と
あ
る
。
な
お
、
同
僚
に
は
、
こ
の
規
定
に
つ
つ
い
て
、
遼
東
で
は
、
弘
治
十
六
年
正
月
以
後
、
月
糧
を
銀
と
米

と
で
交
互
に
一
ヶ
月
ず
つ
支
給
す
る
慣
行
が
成
立
し
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

い
ず
れ
も
、
溢
鎖
に
お
け
る
軍
士
の
月
糧
が
、
兵
卒
ク
ラ
ス
で
一
石
程
度
で
あ
り
、
本
色
と
折
色
の
二
本
建
て
に
よ

っ
て
支
給
さ

@
 

れ
て
レ
た
こ
と
を
つ
た
え
る
記
事
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
月
糧
の
ほ
か
に
、
行
線
や
夜
勤
手
嘗
的
な
給
興
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う

で
は
あ
る
が
、
市
理
鎮
軍
士
の
給
興
住
系
は
、
お
よ
そ
、
以
上
の
如
く
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

し
た
が

っ
て
、
月
糧
の
支
給
者
た
る
溢
鎖
嘗

局
に
あ
た

っ
て
は
、
最
低
限
度
、
兵
卒
一
名
に
つ
い
て
、
毎
月
、
米
穀
に
換
算
し
て

一
石
の
給
輿
を
、
本
色
で
あ
る
米
と
、
折
色
と
し
て
の
紗

さ
き
に
明
ら
か
に
し
た
よ
う
な
、
溢
鎖
嘗
局
に
よ
る
大
規
模
な
米
穀
購
買
は
、
主
と

以
上
は
、

や
布
や
銀
で
準
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
わ
け
で
、

し
て
、
こ
の
こ
と
の
た
め
で
あ
っ
た
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
明
朝
の
交
紗
制
度
は
、
紗
本
H
免
換
準
備
の
正
貨
の
裏
付
け
を
も
っ
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
園
初
以
来
の
濫
設
も
あ
っ
て
、
そ
の

額
面
債
格
を
維
持
す
る
こ
と
は
、
は
じ
め
か
ら
困
難
な
朕
況
に
あ
り
、
正
統
年
間
に
は
、
す
で
に
、
紙
幣
と
し
て
の
賓
質
的
債
値
を
失
っ
て
し

@
 

ま
っ
て
い
た
と
さ
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
月
糧
の
妙
に
よ
る
支
給
は
、
貫
質
的
に
は
、
給
輿
の
切
り
下
げ
を
意
味
し
た
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
に

代
っ
て
、
正
統
年
代
以
降
に
お
い
て
は
、
月
糧
の
銀
南
に
よ
る
支
排
い
方
式
が
普
及
す
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
、
こ
の
事
責
は
、
正
統
年
代

を
劃
期
と
し
て
、
港
前
政
策
の
重
貼
が
、
米
穀
か
ら
銀
雨
へ
と
う
つ
り
襲
っ
た
こ
と
と
表
裏
を
な
す
現
象
と
し
て
理
解
す
べ
き
も
の
と
考
え
ら

れ
る
が
、
貫
録
の
な
か
に
は
、
銀
に
よ
る
月
糧
支
梯
い
の
事
例
が
、
ほ
と
ん
と
、
無
数
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
あ
ら
わ
れ
て
く
る
。

そ
の
最
も
初
期
の
例
と
し
て
、
貫
録
正
統
五
年
十
二
月
己
巳
の
僚
を
あ
げ
る
と
、

つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。
即
ち
、
映
西
布
政
司
管
耀
右
参

政
年
富
が
、
快
西
・
甘
粛
方
面
に
お
い
て
、
銀
一
雨
H
米
二
石
五
斗
の
換
算
卒
で
、
銀
雨
に
よ
る
軍
官
の
俸
給
支
梯
い
を
請
う
た
の
に
封
し
、

187 

行
在
戸
部
は
、
時
債
を
考
慮
し
て
換
算
率
に
幅
を
も
た
せ
る
よ
う
訂
正
の
う
え
、
上
奏
し
て
裁
可
を
え
た
と
い
う
。
ま
た
貫
銀
正
統
十
一
年
七

月
戊
辰
の
僚
も
、
快
西
で
は
、
豊
作
で
穀
債
が
安
い
た
め
、
月
糧
を
銀
で
支
給
さ
れ
る
こ
と
を
希
墓
す
る
者
に
は
、
毎
商
H
米
四
石
の
割
合
で

銀
雨
を
輿
え
て
レ
た
事
寅
を
記
し
て
い
る
。

ヴ

d戸、υ
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一
方
、
宣
府

・
大
同
閉
鎖
の
事
例
に
つ
い
て
み
て
も
、
貫
録
正
統
十
一
年
三
月
戊
子
の
僚
に
、
寓
全
都
司
所
属
各
街
所
軍
士
の
折
俸
銀
は
、

こ
の
地
方
の
米
債
の
高
低
を
考
慮
し
て
支
給
す
る
よ
う
に
な

っ
た
と
あ
り
、
貫
録
景
泰
三
年
四
月
庚
寅
の
僚
に
は
、
巡
撫
山
西
右
副
都
御
史
朱

鑑
ら
の
計
議
に
し
た
が

っ
て
、
宣
・
大
雨
鍍
に
お
い
て
は
、
本
色
の
俸
根
を
支
給
す
べ
き
月
分
の
う
ち
、
牧
穫
期
で
穀
物
の
入
手
し
易
い
季
節

に
つ
い
て
は
、
そ
の
う
ち
の
三
ヶ
月
分
を
銀
や
絹
布
で
支
給
す
る
こ
と
と
し
、
残
り
の
月
分
に
つ
い
て
も
、
特
に
折
色
さ
れ
る
こ
と
を
願
う
者

に
は
、
そ
の
希
望
に
し
た
が
っ
て
よ
い
こ
と
を
許
可
し
た
と
あ
る
。

ま
た
、
遼
東
鎮
の
場
合
に
つ
い
て
も
、
前
記
曾
典
の
記
載
に
よ

っ
て
、
成
化
J
弘
治
年
間
に
は
、
月
糧
の
字
分
程
度
が
銀
南
で
支
梯
わ
れ
て

い
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
漫
鎖
に
お
け
る
軍
人
の
給
輿
鐙
系
に
占
め
る
銀
雨
の
位
置
は
、
正
統
年
代
以
降
、

か
な
り
重
要
な
も
の
が
あ
っ
た
、が
、
そ
の

こ
と
は
、
軍
人
た
ち
の
生
活
を
流
通
経
済
に
ま
き
こ
む
と
と
も
に
、
彼
ら
を
、
消
費
者
と
し
て
、
商
品
市
場
の
構
成
に

一
役
を
措
わ
し
め
る
直

携
わ
れ
て
い
た
と
は
い
え
、
銀
南
に
よ
っ
て
支
梯
わ
れ
た
月
糧
部
分
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
は
、
購
買
力
と
し
て
市
場
に
放
出
さ
れ
、
米
穀
を
は

58 -

接
的
契
機
と
な
っ
た
に
相
違
な
い
。

と
い
う
の
は
、
前
掲
の
各
史
料
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
月
糧
の
一
部
は
、
依
然
と
し
て
米
穀
で
支

じ
め
、
そ
の
他
の
日
常
必
需
品
の
購
買
資
金
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
軍
人
た
ち
の
生
活
は
、
所
謂
米
遣
い
経

済
か
ら
銀
遣
い
経
済
へ
と
う
つ
り
襲
っ
て
行
く
わ
け
で
、
こ

の
過
程
を
つ
う
じ
て
、
市
場
と
の
結
び
つ
き
を
、

①
 

た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
し
か
も
、
記
録
の
示
す
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
各
港
鎮
に
は
、
常
備
兵
力
だ
け
で
、
数古問
、
時
に
は
十
数
高
の
軍
隊
が

、駐
屯
し
て

い
た
と
い
う
か
ら
、
彼
ら
が
、
個
人
的
に
、
消
費
者
と
し
て
、
そ
の
生
活
を
市
場
に
お
け
る
商
品
の
購
買
に
依
存
す
る
よ
う
に
な
っ

一
層
強
化
す
る
方
向
に
む
か
つ

た
こ
と
は
、
市
場
の
成
立
を
論
ず
る
に
あ
た
っ
て
、
極
め
て
注
目
す
べ
き
現
象
で
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
る
ま
い。

と
こ
ろ
で
、
月
糧
の

一
部
を
銀
南
で
給
興
す
る
方
策
、
お
よ
び
、
そ
れ
に
よ
る
軍
人
た
ち
の
米
穀
購
買
の
問
題
と
関
連
し
て
、
考
察
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
給
興
支
排
い
に
さ
い
し
て
の
、
銀
雨
と
米
穀
と
の
換
算
率
に
つ
レ
て
で
あ
る
。
前
掲
史
料
の
な
か
に
も
、
そ
の
こ
と

に
言
及
し
た
も
の
が
幾
っ
か
あ
っ
て
、
す
で
に
明
ら
か
で
あ
る
が
、
月
糧
の
一
部
を
銀
で
支
梯
う
場
合
に
は
、
普
通
、

首
該
地
方
に
お
け
る
米



穀
の
債
格
を
考
慮
し
て
換
算
の
規
準
が
決
定
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
、
遁
銀
嘗
局
の
銀
雨
の
支
出
総
額
に
関
係
を
も
っ
と
同

時
に
、
よ
り
直
接
的
に
は
、
米
穀
債
格
の
襲
動
、
通
貨
と
し
て
の
銀
の
購
買
力
の
饗
動
の
貧
態
を
、

ろ
、
反
映
す
る
も
の
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

あ
る
レ
は
、

189 

そ
こ
で
、

ま
ず
、

貫
録
の
な
か
か
ら
、

と

っ
、
ぎ
の
よ
う
な
結
果
が
え
ら
れ
る
。

貫
録
正
統
十
一
年
七
月
戊
辰

グ
十
四
年
十
月
戊
午

景

泰

元

年

九

月

庚

申

弘

治

二

年

十

月

庚

戊

グ

三

年
十
月
戊
辰

グ

六

年

十

月

甲

戊

グ

十

年

八

月

庚

辰

h
H

十
三
年
六
月
壬
寅

グ
十
四
年
十
月
己
未

正
徳
九
年
十
一
月
辛
巳

グ
九
年
十
二
月
笑
丑

嘉

靖

九

年

六

月

葵

酉

隆
慶
元

年

八
月
庚
子

hw

五

年

四

月

乙

来

高

暦

元

年

八

月

乙

卯

月
糧
支
給
に
さ
い
し
て
の
、

場
侠
西

永
卒
・
密
雲
・
遵
化

山
西

前
州

宣
府

遼
東
・
大
同

密
雲

大
同

遼
東

宣
府

龍
慶

繭
州

遼
東

遼
東
・
爾
州

遼
東

所

相
射
的
に
で
は
あ
る
に
し

銀
南
と
米
穀
と
の
換
算
率
に
閲
す
る
記
載
を
ぬ
き
だ
し
て
表
示
す
る

換

算

E終

銀
一

一悶
H
H
四
・

O
石

h
M

四

・
O

二
・
五

二
・
九

四
・

O

一
一
・
二

二
・
九

二
・

O

一一・一一

一一・一一

一
・
七

一一・一一

回
・

O

一
・
四

四
・

。

11 11 11 1/ 11 11 11 11 11 11 11 11 11 
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即
ち
、
正
統
十
一
年
七
月
の
快
西
の
例
な
ど
五
つ
の
事
例
に
よ

っ
て
知
ら
れ
る
、
銀

一
雨
リ
四
石
の
換
算
率
を
最
低
と
し
、
正
徳
九
年
十

一

月
の
宣
府
な
ど
の
二
例
に
示
さ
れ
る
、
銀

一
雨
H

一
石
四
斗
を
最
高
と
し
て
、
時
と
場
所
を
異
に
す
る
に
し
た
が

っ
て
、
か
な
り
の
饗
動
が
あ

っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。

ま
た
、
貫
録
の
他
の
記
載
、

た
と
え
ば
、
弘
治
八
年
四
月
笑
酉
の
僚
に
は
、
前
州
鎮
に
お
い
て
、

一
石
五
銭
(
一

一向
H
二
石
)
の
割
合
に
ひ
き
あ
げ
ら
れ
、
牧
穫
期
の
到
来
と
と
も
に
、
奮
制
に

一
石
H
銀
三
銭

(
一
雨
H
三

・
三
石
〉
の

換
算
卒
、
が
、
米
債
の
季
節
的
騰
貴
に
よ
っ
て
、

復
す
る
よ
う
に
定
め
ら
れ
た
と
の
記
事
が
あ
り
、
貫
録
弘
治
十
五
年
十
二
月
戊
子
の
僚
に
も
、

奮
遼
東
軍
土
月
組
、
間
月

一
支
折
色
、
毎
石
銭
二
銭
五
分
、
後
有
旨
、
加
至
三
銭
五
分
、

銭
、
至
明
年
七
月
、
伯
以
三
銭
五
分
魚
例
、
戸
部
覆
奏
、
従
之
、

至
是
、
守
臣
復
以
米
貴
債
少
信
用
言
、
請
暫
増
錆
六

と
み
え
て
い
て
、
銀
雨
と
米
穀
と
の
換
算
率
は
、
端
境
期
に
は
、
か
な
り
ひ
き
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
が
あ

っ
た
事
買
を
つ
た
え
て
レ
る
。
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更
に
、
貫
録
嘉
靖
元
年
正
月
乙
丑
の
僚
に
よ
る
と
、
戸
部
は
、
紫
荊
闘
に
お
け
る
月
糧
支
給
佳
系
を
、
同
年
同
月
以
降
、
本
色
と
折
色
を

一

加
算
す
る
、

ヶ
月
お
き
に
支
給
し
、
折
色
を
支
給
す
る
場
合
に
は
、
銀
一
雨
H
糧
二

・
二
石
の
割
合
と
す
る
が
、
米
債
の
騰
貴
し
た
時
に
は
毎
石
銀
二
銭
を

つ
ま
り
、
銀

一
両
H
一・

玉
石
の
比
率
と
す
る
こ
と
を
定
め
て
い
る
。
こ
の
他
、
貫
録
嘉
靖
元
年
二
月
甲
午
の
僚
に
は
、
宣
府

・

大
同
雨
鋲
に
お
い
て
、
凶
作
が
つ
づ
き
米
債
が
暴
騰
し
た
た
め
、
と
く
に
、
銀
一
雨
H
糧

一
石
の
換
算
率
と
す
る
が
、
褒
の
牧
穫
を
ま

っ
て
、

も
と
の
率
に
復
す
る
こ
と
を
決
め
た
と
あ
り
、
同
嘉
靖
十

一
年
九
月
丁
巳
の
僚
に
も
、
遼
東
巡
撫
周
絞
ら
の
請
に
よ

っ
て
、
凶
作
の
た
め
、
遼

東
銀
に
お
け
る
秋
冬
期
の
月
糧
は
、
奮
来
の
換
算
率
で
あ
る
米

一
石
H
銀
二
銭
五
分

(銀

一
雨
リ
米
四
石
〉
を
、

H
米
二・

八
六
石
)
と
あ
ら
た
め
、
翌
年
三
月
に
、
再
び
従
前
の
率
に
も
ど
す
鹿
置
が
と
ら
れ
た
こ
と
が
み
え
、
同
嘉
靖
二
十
九
年
十
月
乙
亥

一
石
H
三
銭
五
分

(銀

一
雨

の
僚
に
も
、

北
虜
の
侵
入
に
よ

っ
て
米
債
が
騰
貴
し
た
の
で
、

居
庸

・
紫
刑
雨
開
成
卒
の
多
季
の
月
糧
を
、

一
時
的
に
、

毎
石
銀
六
銭
六
分

(
銀
一
雨
H
米
一
・
五
六
石
〉
の
割
合
で
支
給
せ
よ
と
の
勅
令
が
み
え
て
い
る
。

即
ち
、

以
上
の
諸
例
は
、
月
糧
支
給
に
際
し
て
の
、
銀
雨
と
米
穀
と
の
交
換
の
比
率
は
、
時
代
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
支
給
の
場
所
を
異
に



す
る
だ
け
で
、

か
な
り
の
饗
動
が
あ
っ
た
こ
と
、
及
び
米
債
の
騰
貴
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
特
例
的
慮
置
と
し
て
、
交
換
率
が
改
め
ら
れ
る
こ

と
も
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
明
朝
の
、
北
過
に
お
け
る
港
前
政
策
の
一
環
と
し
て
の
月
糧
支
給
盟
系
は
、

米
債
の
襲

動
、
と
く
に
、
そ
の
騰
貴
に
よ
っ
て
、
重
大
な
影
響
を
う
け
つ
つ
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
関
連
し
て
、
貫
録
寓
暦
十
四
年

九
月
庚
戊
の
僚
、
兵
部
の
題
奏
の
一
節
に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
あ
る

0

・:
但
査
、
該
鎮
(
遼
東
)
軍
銅
、
嘉
〈
靖
)
隆
(
慶
)
之
前
、
毎
軍
止
二
銭
五
分
、
近
加
至
四
銭
、
有
六
銭
五
分
者
、
主
客
兵
年
例
銀
、
高

暦
初
年
、

止
二
十
蔦
三
千
九
百
九
十
八
雨
零
、
今
増
至
四
十
寓
九
千
四
十
雨
、
又
増
閏
月
前
銀
二
蔦
六
千
雨
、

.

軍
銅
と
し
て
支
給
さ
れ
る
銀
南
の
増
加
に
よ
っ
て
、
十
年
ば
か
り
の
聞
に
、
政
府
の
支
出
す
る
年
例
銀
が
倍
額
に
も
な
っ
た
と
い
う
わ
け
で

あ
る
が
、
前
掲
の
各
史
料
に
い
う
と
こ
ろ
と
考
え
あ
わ
せ
て
、
そ
れ
は
、
お
そ
ら
く
、
米
債
の
騰
貴
と
無
関
係
で
は
な
か

っ
た
は
ず
で
あ
る
。

即
ち
、
穀
債
の
騰
貴
は
、
月
糧
の
支
給
者
た
る
漫
鎖
首
局
、
最
終
的
に
は
、
中
央
政
府
に
む
か
つ
て
、
銀
南
支
出
組
額
の
増
大
と
な
っ
て
は

ね
か
え
り
、
財
政
上
の
負
撞
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
し
か
も
、

事
態
は
、
こ
れ
に
の
み
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
月
糧
の
被

支
給
者
た
る
軍
人
の
生
活
に
劃
し
て
も
ま
た
、
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

n
h
u
 

四

以
上
に
よ
っ
て
理
解
で
き
る
よ
う
に
、
過
前
政
策
の
轄
換
に
と
も
な
っ
て
、
浸
鎮
嘗
局
、
あ
る
い
は
、
個
人
と
し
て
の
軍
人
た
ち
を
購
買
者

と
す
る
、
米
穀
市
場
が
成
立
す
る
が
、

い
ま
や
、
北
漫
の
米
債
問
題
は
、
遺
鮪
政
策
の
展
開
に
閲
係
を
も
つ
の
み
な
ら
ず
、
明
朝
の
財
政
吠
態

を
も
左
右
し
か
ね
な
い
、
重
要
問
題
を
、

即
自
的
に
内
包
す
る
に
い
た
っ
た
。

し
か
も
、

そ
れ
は
、

軍
人
の
個
人
生
活
に
も
か
か
わ
り
を
も

ち
、
彼
ら
の
士
気
に
も
、
決
し
て
、
無
関
係
で
は
あ
り
え
な
か

っ
た
と
い
え
る
。
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と
こ
ろ
で
、
北
迭
の
米
債
が
、
地
域
的
・
季
節
的
僚
件
に
よ
っ
て
、
か
な
り
大
幅
な
差
を
生
じ
た
こ
と
の

一
端
に

つ
い
て
は
、
さ
き
に
蝿
れ

た
が
、
そ
の
時
代
的
・
一
般
的
な
趨
勢
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
指
摘
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
北
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迭
の
米
債
に
闘
す
る
貫
録
の
記
載
を
集
め
て
整
理
し
、
こ
れ
を
表
示
す
る
と
、

⑥
 

つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。
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と
こ
ろ
で
、
北
港
に
お
け
る
米
債
は
、
地
域
的

・
季
節
的
保
件
に
よ

っ
て
、
か
な
り
大
幅
の
差
を
生
ず
る
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
そ

れ
ら
の
後
件
を
無
視
し
て
、
す
べ
て
を
同
一
に
あ
っ
か
う
こ
と
に
は
問
題
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
、
記
が
に
の
こ
さ
れ
て
い
る
も
の
の
う

ち
に
は
、
豊
作
で
米
慣
が
比
較
的
安
か

っ
た
時
や
、
逆
に
、
凶
作
な
ど
で
米
慣
が
騰
貴
し
た
場
合
の
例
が
あ

っ
た
こ
と
は
、
右
の
表
が
示
す
と

そ
の
限
り
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ら
は
、
特
殊
事
例
と
み
な
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
右
の
表
を
評
慣

お
り
で
あ
り
、

す
る
場
合
に
、
忘
れ
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
。

し
か
し

一
方
、
こ
の
表
が
、
貫
録
と
い
う
、
根
本
的
史
料
の
な
か
に
牧
め
ら
れ
た
米
債
関
係
記
事
に
も
と
ず
い
て
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
あ

」
の
表
を
作
製
し
た
意
園
は
、
現
賓
の
卒
均
的

り
、
米
債
の
騰
貴
や
低
落
の
事
例
を
、
卒
均
的
に
あ
つ
め
て
い
る
の
も
事
貫
で
あ
る
。
更
に
、

債
を

米
債
を
求
め
る
た
め
で
は
な
く
、
北
迭
に
お
け
る
米
債
の
時
代
的
・
一
般
的
な
趨
勢
を
み
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
だ
か
ら
、
こ
こ
に
示
さ
れ
た
米

つ
ぎ
の
よ
う
に
操
作
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
て
よ

い
は
ず
で
あ
る
。

各
年
代
毎
の
卒
均
債
格
を
算
出
す

-64-

る。
年成天景正

代

一

一一
隆嘉正 弘

代

一

…一
卒

償

ま
ず
、

前
表
に
も
と
ず
レ
て
、

均

償

卒

格

年

均

H
0
・
八
二
五

か

一

・

O
八
五

グ
一
二

・
=一一一一一一一

。
一
・
五
0
0 ;俗

毎
石

0
・
二
九
六
雨

hH
0
・
四
六
七

不

明

。

0
・
六
六
二

十
年

代

一

卒

均

値

格

古

暦

一

グ

一
・
一
O
O

一

@

二
泰
昌

一

グ
四

・
0
0
0

天

啓

一

ρ

四
・
O
七
二

つ
い
で
、
前
表
の
最
初
の
紀
年
で
あ
る
正
統
五
年
H
一
四
四

O
年
か
ら
、

年

卒

均

代

一
四
四
0
1
一
四
八
九

一
四
九
O
J
一
五
三
九

毎
石
0
・
四
八
九
爾

hH
一
七
五
二

償

格

年

代

卒

均

債

五
十
年
を

一
期
と
す
る
皐
位
で
の
卒
均
債
絡
を
算
出
す
る。

格

一
五
四

O
l
一
五
八
九

一
五
九
O
J
一
六
二
五

毎
石
二
・
六
五
八
雨

M
H

四
・
四
七
七



~~ 
1 

即
ち
、
こ
れ
ら
二
つ
の
表
に
あ
ら
わ
れ
た
数
字
は
、
必
ず
し
も
、
現
賓
の
米
債
を
示
す
も
の
で
は
た
く
、
あ
く
ま
で
も
、
賓
録
に
み
え
る
米

債
の
卒
均
値
と
し
て
の
意
味
し
か
も
ち
え
な
い
け
れ
ど
も
、
な
お
且
つ
、

北
迭
の
米
債
が
、
時
代
を
お

っ
て
、
全
般
的
に
、
騰
貴
も
す
る
傾
向

に
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
明
代
に
お
け
る
北
迭
の
米
債
が
、
時
代
を
お
っ
て
、
騰
貴
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
ベ
こ
の
ζ

と
は
、
更
に
、
つ

ぎ
の
よ
う
な
推
論
を
可
能
に
す
る
は
ず
で
あ
る
。
即
ち
、
米
債
を
決
定
す
る
主
た
る
要
因
は
、
そ
の
需
給
関
係
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、

ま
ず
、
米
穀
の
需
要
度
は
、
直
接
的
に
は
、
兵
員
数
の
増
加
に
よ
っ
て
高
め
ら
れ
、
殊
に
、
戦
況
が
急
迫
し
て
、
多
数
の
増
援
部
隊
が
動
員
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
と
、
そ
れ
は

一
層
増
大
し
た
に
相
違
な
い
。

一
方
、
そ
の
供
給
量
は
、
現
地
周
迭
に
お
け
る
米
穀
の
牧
穫
量
と
、
近
隣
あ
る

い
は
本
土
地
方
か
ら
の
販
入
量
に
よ

っ
て
決
定
さ
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
と
す
る
な
ら
ば
、
右
に
み
た
よ
う
な
、
米
債
の
全
般
的
な
騰
貴

⑪
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現
象
は
、
そ
の
需
給
関
係
の
饗
化
を
、
相
射
的
に
あ
ら
わ
す
も
の
で
あ
る
、

さ
て
、
兵
員
の
増
減
に
よ
る
米
穀
需
要
量
一
の
問
題
は
と
も
か
く
と
し
て
、

供
給
量
の
問
題

l
i
北
港
に
お
い
て
米
債
が
騰
貴
す
る
原
因
に
つ

い
て
、
唐
龍
の
大
虜
住
套
乞
請
慮
補
正
数
糧
草
以
済
緊
急
支
用
疏
(
文
編
巻

一
八
九
)
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
っ

て
い
る
。

-
:
粂
以
犠
林
鎖
城
百
絵
里
之
内
、
一

筆
沙
漠
、
不
生
五
穀
、
先
年
軍
人
倶
出
逢
外
耕
種
、
叉
遁
天
年
豊
枚
、
故
米
粟
之
多
、
毎
銀

一
雨
、
可

纏
二
三
石
、
自
弘
治
十
四
年
、
大
虜
占
套
、
民
腰
耕
種
、
粟
米
草
料
等
項
、
倶
仰
給
腹
裏
搬
運
、
銀
一
銭
、
遇
熱
、
欄
精
米
八
九
斗
、

不
熱
、

僅
耀
五
六
升
、
熟
時
寅
少
、

不
熟
時
賞
多
、

即
ち
、

現
地
附
近
で
の
農
耕
が
贋
く
行
な
わ
れ
て
い
た
頃
に
は
、

農
耕
活
動
に
制
限
を
う
け
、

豊
作
の
つ
づ
レ
た
関
係
も
あ

っ
て
、
銀

一
雨
で
米
こ
J
三
石
を
買
え
た

腹一
一長
か
ら
の
糧
草
補
給
に
頼
ら
、ざ
る
を
え
な
く
な
る
と
、

斗
、
不
作
の
年
に
は
、
わ
ず
か
に
五
斗
し
か
買
え
な
く
な
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
は
、
検
林
鎮
(
延
綬
〉
の
こ
と
を
レ
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、

他

の
浸
鎮
に
つ
い
て
も
、
事
情
は
、
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
っ
た
ろ
う
c

つ
ま
り
、

屯
田
や
、
現
地
有
力
者
の
私
有
に
か
か
る
田
土
の
生
産
韓
制
乃

至
規
模
の
問
題
は
、
現
地
に
お
け
る
米
穀
生
産
量
の
問
題
に
直
結
し
て
お
り
、
牧
穫
量
の
多
寡
は
、
米
債
の
高
低
に
重
大
な
関
係
を
も

っ
て
レ

カ1

豊
作
の
年
で
も
、

銀
一
雨
に
つ
い
て
米
八
J
九

195 



195 

た
こ
と
を
、
右
の
文
章
は
明
ら
か
に
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

」
の
こ
と
と
関
連
し
て
い
え
ば
、
貫
録
を
は
じ
め
と
す

る
記
録
に
は
、
嘉
靖
年
代
以
降
、
多
く
の
論
者
に
よ
っ
て
、
屯
田
を
復
興
す
べ
き
こ
と
が
熱
心
に
説
か
れ
て
い
る
。
そ
の
例
を
、
皇
明
経
世
文

編
所
載
の
文
章
に
求
め
る
と
、
胡
世
寧

・
奏
魚
壷
涯
愚
忠
以
求
採
揮
事
(
巻

一
五
二〉
、
潜
演

・
曾
議
第

一
疏

(巻

一
五
八
)
、

楊
博

・
査
慮
全

快
屯
回
以
足
兵
食
疏
(
巻
二
七
三
)
、
踊
向
鵬
・
清
理
宣
府
屯
田
疏
、
清
理
遼
東
屯
田
疏
(
巻
三
五
入
)
、
清
理
大
同
屯
田
疏
、
清
理
山
西
三
閥

屯
田
疏
、
清
理
延
綬
屯
田
疏
(
巻
三
五
九
)
、
清
理
寧
夏
屯
瞳
疏

(巻
三
六

O
〉
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、

そ
れ
ら
の
説
く
と
こ
万
は
、
博
統

的
な
屯
国
政
策
へ
の
郷
愁
と
し
て
設
想
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
唐
龍
の
い
う
よ
う
な
現
質
を
自
の
前
に
し
て
、
屯
田
を
復
興
し
、
現
地
に
お

け
る
米
穀
生
産
量
を
増
加
し
、
穀
債
の
安
定
を
は
か
る
こ
と
こ
そ
が
、
法
制
問
題
の
急
務
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
た
上
で
の
積
極
的
な
瑳
言
で

あ
っ
た
と
レ
う
べ
き
で
あ
ろ
う。

と
こ
ろ
で
、
彰
信
威
氏
の
「
中
園
貨
幣
史
」
第
七
章
明
代
的
貨
幣
の
項
に
よ
る
と
、
明
代
に
お
け
る
、
貨
幣
と
し
て
の
銀
の
購
買
力
は
、
十

⑪
 

五
世
紀
の
三
十
年
代
H
宣
徳
・
正
統
年
代
に
お
い
て
最
も
高
く
、
以
後
、
次
第
に
下
落
し
て
行
っ
た
と
い
う
が
、
北
過
に
お
け
る
銀
雨
の
購
買

po 
n
h
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力
も
、
前
掲
の
三
表
に
よ

っ
て
、
そ
れ
が
極
め
て
特
殊
な
政
治
的

・
経
済
的
な
背
景
を
も
っ
と
は
い
え
、
彰
氏
の
結
論
と
、
ほ
ほ
同
じ
よ
う
な

傾
向
に
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
で
き
る
。

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
米
債
の
全
般
的
騰
貴
現
象
は
、
更
に
、
幾
つ
か
の
間
題
の
存
在
を
示
唆
す
る
。

卸
ち
、

ま
ず
、
そ
れ
は
、
明
朝
政
府
に
射
し
て
、

よ
り
多
量
の
銀
を
北
迭
に
迭
る
こ
と
を
強
制
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
米
債
の

騰
貴
に
よ
っ
て
、

一
定
量
の
米
穀
を
入
手
す
る
に
つ
い
て
も
J

よ
り
多
く
の
銀
雨
を
必
要
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
り
、

前
稿
で
明
ら

か
に
し
た
よ
う
な
、
嘉
靖
の
中
・
後
期
以
後
に
顧
著
に
あ
ら
わ
れ
た
、
京
運
年
例
銀
の
激
増
現
象
な
ど
も
、
米
債
の
騰
貴
と
無
関
係
で
は
な
か

っ
た
は
ず
で
あ
旬
。
明
朝
の
財
政
が
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
更
に
大
き
な
負
携
を
背
負
い
こ
む
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
す
で
に

燭
れ
た
。

ま
た
、
米
債
の
全
般
的
騰
貴
現
象
は
、
軍
人
の
個
人
生
活
に
も
、

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
前
述
の
と
お
り
、
軍
人
た
ち
に
支
携
わ
れ
る

月
糧
の
一
部
は
、
米
債
の
第
動
を
考
慮
し
て
、
銀
一
雨
一
石
四
斗
乃
至
四
石
程
度
の
換
算
率
で
支
給
さ
れ
、
米
債
の
異
常
騰
貴
を
み
た
場
合
に



は
、
更
に
、
特
例
的
慮
置
と
し
て
、
期
聞
を
限
っ
て
、
増
額
が
行
な
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
銀
雨
に
よ

っ
て
、
彼
ら
の
消
費
生
活
が
支
障

な
く
替
ま
れ
る
た
め
に
は
、
米
債
が
、
交
換
率
と
ほ
ぼ
同
じ
水
準
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
現
貫
は
、
必
ず
し

も
、
そ
の
よ
う
で
は
な
か
っ
た
ら
し
い
。
そ
れ
は
、
月
糧
支
給
に
際
し
て
の
銀
と
米
穀
と
の
交
換
率
を
示
し
た
表
と
、
米
債
の
全
般
的
な
騰
貴

を
示
す
表
と
を
比
較
す
れ
ば
、
簡
単
に
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
な
お
、
幾
つ
か
の
文
献
に
よ
っ
て
補
足
し
て
お
き
た
い
。

ま
ず
、
賓
録
弘
治
九
年
五
月
甲
子
の
僚
に
は
、
甘
粛
地
方
に
お
い
て
、
月
糧
は
糧
一
石
H
銀
二
銭
五
分
の
割
合
で
支
給
さ
れ
る
例
で
あ
っ
た

が
、
最
近
、
米
債
が
暴
騰
し
て
、
毎
石
銀
六
銭
有
絵
と
な
っ
た
か
ら
、
従
来
の
割
合
で
銀
を
支
給
す
れ
ば
、
軍
人
の
生
活
は
破
綻
し
て
し
ま
う

で
あ
ろ
う
と
い
う
、
巡
撫
甘
粛
都
御
史
許
準
の
上
奏
が
あ
る
。
ま
た
、
貧
録
弘
治
十
六
年
正
月
甲
午
の
僚
に
は
、
吏
科
給
事
中
都
文
盛
の
言
と

し
て
、
遼
東
地
方
の
米
債
は
、
普
通
、
銀

一
銭
H
五
J
六
斗
、
も
し
く
は
、
三
J
四
斗
で
あ
る
が
、
近
頃
、
兵
荒
に
よ
っ
て
騰
貴
し
、
銭
一
銭

'で
米

一
斗
が
買
え
る
ーに
す
ぎ
な
く
な
っ
た
。
し
か
る
に
、
月
糧
一
石
は
銭
二
銭
五
分
の
割
合
で
支
給
さ
れ
る
か
ら
、
米

一
石
分
と
し
て
輿
え
ら

れ
た
銀
で
は
、

二
斗
五
升
の
米
し
か
買
え
な
か
っ
た
と
い
う
。
い
ず
れ
の
場
合
に
も
、
救
済
鹿
置
が
と
ら
れ
た
形
跡
は
な
い
。
更

に
、
こ
の
種
の
記
載
ば
、
嘉
靖
年
代
以
後
に
、
特
に
多
い
の
で
あ
る
が
、
貫
録
嘉
靖
十
年
二
月
丙
子
の
僚
に
み
え
る
兵
部
尚
書
李
承
財
の
上
奏

や
っ
と
、
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に
は
、
全
港
鎖
に
劃
す
る
一
般
論
と
し
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
い

っ
て
い
る
。

・
:
且
如
卒
歳
米
石
銀
一
雨
、
而
官
散
折
銀
六
鏡
、
是
官
軍
毎
月
止
得
米
六
斗
、
軍
何
得
不
貧
、
凶
歳
米
毎
石
値
銀
三
雨
、
軍
多
餓
死
、
乃
如

数
給
之
、
米
無
可
買
、
市
軍
亦
不
菟
餓
死
、
是
官
銀
三
雨
、
不
嘗
一
南
之
用
、
・
:

こ
の
他
、
貫
録
嘉
靖
三
十
二
年
二
月
辛
未
の
僚
、
給
事
中
徐
綱
の
上
言
に
は
、
大
同
の
米
債
が
騰
貴
し
て
、
支
給
さ
れ
る
一

石
分
の
銀
で
は
、

米
四
斗
し
か
買
え
な
か
っ
た
と
あ
り
、
同
じ
く
隆
慶
四
年
十
月
甲
辰
の
僚
に
も
、
紫
荊
・
倒
馬
・
雁
門
の
三
闘
で
米
債
が
騰
貴
し
、
月
糧
と
し

て
支
給
さ
れ
る
倒
銀
は
、
賞
質
的
に
は
、
半
分
程
度
の
債
値
し
か
も
た
な
く
な

っ
て
い
た
と
い
う
、
巡
撫
山
西
右
副
都
御
史
石
茂
華
の
言
葉
が

み
え
て
い
る
。
ま
た
、
徐
階
の
請
虚
宣
大
兵
鮪
(
文
編
各
二
四
四
)
に
、

:
・
叉
二
鎮
米
姿
、
毎
石
値
銀
三
南
以
上
、
而
軍
土
毎
月
支
銀
七
銭
、
僅
買
米
褒
二
斗
二
三
升
、
量
能
養
脂
、
・
:
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と
あ
る
の
は
、
嘉
靖
末
年
、
あ
る
い
は
、
隆
慶
年
間
に
お
け
る
、
宣
府
・
大
同
雨
鎮
の
事
情
を
述
べ
た
も
の
で
あ
り
、
賓
銭
高
暦
十

一
年
五
月

発
巳
の
僚
に
は
、
組
督
快
西
三
漣
軍
務
丘
ハ
部
向
書
石
茂
華
の
上
奏
の

一
部
と
し
て
、

:
・
固
原
折
色
軍
糧
、
毎
石
四
銭
五
分
、

今
米
債
毎
斗
二
銭
五
分
、
・:

と
あ
る
が
、
毎
斗
二
銭
五
分
H
毎
石
二
雨
五
銭
の
米
債
は
、

毎
石
四
銭
五
分
の
換
算
率
と
比
較
す
る
と
、
賓
に
五
倍
以
上
の
債
格
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
兵
部
題
行
兵
科
抄
出
本
部
員
外
郎
貌
公
韓
奏
稿
(
明
清
史
料
乙
編
)
に
も
、
崇
踊
十
年
嘗
時
の
、
宣

・
大
二
鎮
の
事
情
に
つ
い
て
、

い
ず
れ
も
、
米
債
の
イ
ン
フ
レ
的
騰
貴
に
よ

っ
て
、
軍
人
の
個

人
的
消
費
生
活
が
、
重
大
な
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
つ
た
え
て
い
る
。
明
朝
の
北
防
健
制
崩
壊
の
有
力
な
要
因
の

一
つ
と
し
て
、
こ

の
こ
と
の
も
つ
意
味
は
重
要
で
あ
る
。

月
糧
の
銀
八
銭
で
は
、
米
二
斗
が
買
え
る
に
す
ぎ
な
か

っ
た
と
い
っ
て
い
る
。

五
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さ
て
、
以
上
の
よ
う
に
、
正
統
年
代
を
劃
期
と
す
る
、
銀
雨
を
中
心
と
す
る
法
制
政
策
の
展
開
に
と
も
な
い
、
且
つ
ま
た
、
か
か
る
，
議
銅
政

策
遂
行
の
基
本
的
保
件
と
し
て
、
北
港
地
方
に
お
い
て
は
、
大
規
模
な
米
穀
市
場
が
成
立
す
る
。
そ
こ
に
は
、
銀
雨
を
か
か
え
た
溢
銀
首
局
、

あ
る
い
は
、
月
糧
の
一
定
部
分
を
銀
で
支
給
さ
れ
た
軍
人
た
ち
が
、
そ
の
購
買
者
と
し
て
登
場
す
る
。
ま
た
、

こ
の
市
場
に
お
い
て
表
現
さ
れ

る
米
債
は
、
地
域
的

・
季
節
的
な
候
件
に
よ
っ
て
、
か
な
り
の
嬰
動
を
み
せ
て
い
る
が
、
時
代
的
な
趨
勢
と
し
て
は
、
全
般
的
な
騰
貴
の
傾
向

に
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
で
き
る
。
ー
こ
れ
が
、
本
稿
の

一
一
胞
の
結
論
で
あ
る
。

か
か
る
米
債
の
騰
貴
現
象
は
、
米
穀
市
場
そ
の
も
の
を
問
題
に
す
る
場
合
に
、
重
要
な
覗
黙
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、

い
う
ま
で
も
な
い
が
、
明
朝
の
北
防
鰻
制
と
そ
の
維
持
に
つ
い

て
も
、
重
大
な
関
係
を
も
っ
。
そ
れ
は
、
す
で
に
言
及
し
た
よ
う
に
、
京
運
年

例
銀
の
増
額
な
ど
と
な
っ
て
、
政
府
財
政
の
大
き
な
負
携
と
な

っ
て
お
り
、
ま
た
、

軍
人
の
個
人
生
活
を
危
く
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
直
接
、
・

北
防
位
制
の
崩
壊
に
も
つ
ら
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
米
債
の
安
定
こ
そ
は
、
溢
嗣
政
策
の
基
礎
で
あ

っ
た
。

と
こ
ろ
で
、

つ
ぎ
の
記
載
は
、

そ
の
間
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の
事
情
を
、
何
よ
り
も
雄
鼎
に
物
語
る
も
の
で
あ
る
。

漸
江
道
御
史
左
光
斗
請
賑
遼
東
機
寒
一
一
言
、
今
日
遼
東
之
患
、
不
在
無
銀
、
而
在
無
用
銀
之
慮
、
何
也
、
遼
自
用
兵
以
来
、
米
粟
腸
貴
、
加
以

荒
皐
之
像
、
石
米
四
雨
、
石
栗
二
雨
、
其
一
石
向
不
及
山
東
之
四
斗
、
通
計
一
百
高
之
費、

分
十
五
高
之
軍
、
毎
名
約
得
六
南
、
予
銀
不
震

不
多
、
而
此
六
雨
、
耀
米
輝
一
石
五
斗
耳
、
縦
是
富
人
、
未
完
抱
金
餓
死
、
・
:
(
貫
録
泰
昌
元
年
八
月
庚
年
の
保
)

い
た
ず
ら
に
、
銀
雨
を
つ
み
あ
げ
て
み
た
と
こ
ろ
で
、
そ
の
購
買
力
を
保
護
す
る
篠
件
が
な
け
れ
ば
、

も
「
金
を
抱
い
て
餓
死
」
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
明
朝
の
漫
銅
政
策
は
、
他
に
も
数
々
の
要
因
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
米
債
に
劃
す
る
配
慮
を
続
い
て
い
た
、
あ
る
い

は
、
そ
の
施
策
に
成
果
を
お
さ
め
え
な
か
っ
た
が
故
に
、
崩
壊
し
た
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

①註

寺
田
隆
信
「
明
代
に
お
け
る
漫
前
問
題
の

一
側
面
ト
京
運
年
例
銀
に
つ

い
て
|
」
〈
清
水
博
士
遁
悼
記
念
明
代
史
論
叢
〉
・
「
民
運
混
と
屯
田
糧

|
明
代
に
お
け
る
遁
鯛
問
題
の
一
側
面
白

i
」
(
東
洋
史
研
究
二
一
の

-
r

一
)
・
「
開
中
法
の
展
開
」
(
明
代
満
蒙
史
研
究
)

貫
録
成
化
五
年
四
月
己
卯
、
間
六
年
九
月
庚
賞
、
同
十
年
二
月
美
亥、

同
十
一
年
九
月
甲
寅
、
同
十
五
年
九
月
丙
辰
、
弘
治
三
年
六
月
辛
丑
、

同
十
六
年
四
月
己
亥
、
正
徳
一
元
年
九
月
笑
卯
、
同
四
年
十
-
月
丙
寅
、

同
十
年
間
四
月
戊
寅
、
嘉
靖
三
年
十
月
丁
酉
、
同
七
年
十
一
月
丙
午
、

同
十
二
年
十
二
月
辛
巳
、
同
二
十
三
年
十
二
月
辛
卯
、
間
三
十
六
年
六

月
丙
甲
、
隆
慶
六
年
五
月
甲
辰
、
高
暦
元
年
六
月
庚
午
、
同
十
四
年
九

月
壬
辰
、
同
ニ

O
年
七
月
突
亥
の
各
僚
が
、
さ
し
あ
た
っ
て
、
そ
の
例

詮

と

し

て

指

摘

で

き

る

。

¥

官
同
暦
曾
曲
開
巻
四
一
・
月
湿
に
は
、

す
r

和
田
清
編
「
明
史
食
貨
志
誇
註
L

一
O
七
七
頁
〈
註
一
二
六
参
照
〉

賞
録
宣
徳
十
年
七
月
了
亥
、
正
統
三
年
八
月
己
未
、
正
統
十
年
五
月
了

亥
の
各
篠
に
、
こ
う
し
た
給
興
支
給
の
例
が
み
え
る
。

彰
信
協

「
中
園
貨
幣
史
」
〈
一
九
五
八
年

・
上
海
〉
の
第
七
章
明
代
的

貨
幣
・
第
二
節
貨
幣
的
購
買
力

(
四
六
-
頁
以
下
〉
参
照

田
村
寅
造
「
明
代
の
北
塗
防
衛
慢
制
」
(
明
代
滞
家
史
研
究
)
に
は
、

各
逢
鎮
の
兵
員
数
が
記
録
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
、
嘉
靖
二
十
年
以

後
の
史
料
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
い
ま
、
そ
れ
以
前
の
時
代
の
兵
員

数
を
、
貫
録
に
よ
っ
て
一
示
す
。

貫
録
正
統
十
年
五
月
丙
午
の
篠

h
H

成
化

三

年
六
月
丙
申
の
篠

h

H

H

四
年
六
月
丙
震
の
係

入
年
三
月
壬
成
の
w
R

①①  ⑤ 

② 

⑦ 

1的

こ
れ
が
定
例
と
な
っ
た
こ
と
を
記

① 

11 

11 
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延 高 甘甘
緩全粛粛

四
高
二
千
八
百
名

四
高
一
千
八
百
徐
名

四
高
七
千
五
百
九
十
七
名

一
高
ニ
干
名
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③ 

山
海
一
高
六
千
徐
名

延
綬
・
寧
夏

七
高
七
千
一
百
五
十
四
名

国
原
・
延
安

一
高
三
千
七
百
三
十
五
名

西
安
三
高
三
千
四
百
二
十
六
名

H

H

h

H

十
六
年
六
月
美
未
の
際
金
北
漫
三
十
七
高
一
千
九
百
六
名

hw

嘉

靖

二

年

五

月

己

卯

の

傑

甘

粛

七

高

徐

名

グ

グ

六

年

五

月

了

酉

の

傑

宜

府

七

高

七

キ

六

百

徐

名

ま
た
、
貿
銭
湯
靖
九
年
九
月
辛
卯
の
傑
に
よ
る
と
、
甘
粛
・
延
緩
・
寧

夏
・
犬
同
・
宣
府
の
各
銀
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
六
J
七
高
名
の
兵
士
が
'

い
た
と
記
す
。

貫
録
に
み
え
る
、
米
償
閥
係
の
記
載
は
、
乙
こ
に
表
示
し
た
だ
け
に
と

ど
ま
ら
な
い
。
米
姿
の
債
と
か
、
資
米
・
小
米
の
僚
と
か
い
う
形
式
で

一
不
さ
れ
る
も
の
も
多
い
。
ま
た
、
月
糧
支
給
に
際
し
て
の
、
米
般
と
銀

雨
の
交
換
率
か
ら
も
、
米
債
は
算
定
で
き
る
。
(
た
だ
し
、
こ
の
場
合
、

そ
の
米
領
が
現
貨
の
も
の
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
、
別
の
問
題
で
あ
る

が
。
〉
し
か
し
、
乙
の
表
で
は
、
そ
れ
ら
は
す
べ
て
捨
象
し
、
確
寅
な

記
載
の
み
を
採
用
す
る
こ
と
に
し
た
。
で
き
る
だ
け
、
正
確
な
記
載
例

に
よ
っ
て
、
形
式
的
に
も
、
信
組
で
き
る
数
字
を
え
た
い
と
考
え
た
か

ら
で
あ
る
。

M
H

弘
治
九
年
四
月
発
巳
の
傑

グ
正
徳
十
一
年
八
月
庚
午
の
係

11 I! 

③ 

前
表
に
は
、
泰
昌
年
聞
の
記
録
は
、
た
だ
一
例
し
か
あ
げ
ら
れ
て
い
は

い
か
ら
、
こ
の
数
字
は
、
厳
密
な
意
味
で
の
卒
均
債
格
で
は
な
い
。

乙
の
推
論
は
、
虚
象
昇
の
宣
雲
奏
議
・
講
筒
召
買
疏
〈
虚
忠
爾
公
祭
典
個

一
O
)
に
よ
っ
て
、
史
料
的

κ裏
付
け
ら
れ
る
。

:
而
各
城
壁
糧
料
草
束
。
相
去

一
合。

邸
有
不
問
。
等
地
土
也
。
業

幾
多
則
債
威
。
業
態
少
則
侵
食
。
等
放
成
也
。
食
指
少
則
徳
商
開
。
食

指
多
則
償
責
。
等
業
幾
・
等
牧
成
・

等
食
指
也
。
銀
買
少
則
僚
康
。

殺
貿
多
則
償
責
。
-

彰
信
威
・
前
掲
香
(
四
九
三
頁
以
下
)
参
照
。
彰
氏
の
こ
の
部
分
の
貫

訟
と
記
述
は
、
必
ず
し
も
、
完
全
な
も
の
で
は
な
く
、
幾
つ
か
の
弱
駄

を
も
っ
て
は
い
る
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
明
代
に
お
け
る
、
貨
幣
と
し

て
の
銀
の
購
買
力
に
つ
い
て
論
じ
た
、
ほ
と
ん
ど
唯
一
の
業
績
で
あ

司
令
。

- 70一

⑬ ⑬ ⑫ 

な
お
、
宮
崎
市
定
「
中
園
近
世
銀
問
題
略
説
」
(
ア
ジ
ア
史
研
究
第
三
)

に
は
、
明
代
に
お
け
る
金
銀
比
僚
と
米
穀
の
銀
債
格
と
が
、

年
代
順
に

表
示
さ
れ
て
お
り
、
銀
の
米
穀
購
買
力
の
低
昂
が
、
そ
の
封
金
比
債
の

低
昂
と
、
ほ
ぽ
一
致
す
る
こ
と
が
霞
せ
ら
れ
て
い
る
。

寺
田
「
明
代
に
お
け
る
進
的
問
題
の

一
側
面
|
京
運
年
例
銀
に
つ

い

て

l
」

ハ
一
九
六
七
年
八
月
十
四
日
改
稿
了
)


